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通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、2025 年４月 11 日に公表した 2026 年２月期（2025 年３月１

日～2026 年２月 28 日）の通期連結業績予想（以下「前回発表予想」という。）を修正することとしま

したので、お知らせいたします。 

 

１．当期の連結業績予想数値の修正（2025 年３月１日～2026 年２月 28 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰属する当期 

純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 1,515 151 146 98 37 円 92 銭 

今回修正予想（Ｂ） 1,580 210 205 120 47 円 15 銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 65 58 58 22 － 

増 減 率（ ％ ） 4.3 38.6 40.2 22.6 － 

（参考）前期実績 

（2025 年２月期） 
1,350 124 119 86 33 円 18 銭 

 

【事業部門別売上高】 

（単位：百万円） 

事業部門 
前回発表予想 

（Ａ） 

今回修正予想 

（Ｂ） 

増減額 

（Ｂ－Ａ） 

増減率 

（ ％ ） 

前期実績 

（2025/2 期） 

 キャリアサービス分野 1,300 1,365 65 5.0 1,141 

 学生向けサービス 1,230 1,245 15 1.3 1,062 

 社会人向けサービス 70 119 49 70.2 79 

 メディア・SaaS 分野 214 214 － － 208 

 合計 1,515 1,580 65 4.3 1,350 



 

２．修正の理由 

当社グループは「人の可能性を引き出し 才能を最適に配置することで 新産業を創出し続ける。」

というミッションを掲げ、新産業領域における人材創出事業として「新産業領域における才能の最適

配置を目指すプラットフォーム」を提供しております。現在、2006 年からサービス提供を続ける主力

事業である新卒学生向け厳選就活プラットフォーム「Goodfind」をはじめ、ベンチャー・スタートアッ

プ求人特化型エージェント「Goodfind Career」、社会人３年目までの人材向けキャリア支援サービス

「G3」を展開、メディア・SaaS 分野では若手イノベーション人材向けビジネスメディア「FastGrow」

及び１on１の仕組みをつくる SaaS 型 HR サービス「TeamUp」等を展開しております。 

2026 年２月期においては、ミッション及び長期ビジョンの実現に向けた営業利益が持続成長する付

加価値の高い事業を目指す大改革を推進してまいりました。その結果、学生向けサービス及びメディ

ア・SaaS 分野については、概ね計画どおりの推移となる見込みでありますが、2022 年に新規事業とし

て運営を開始した社会人３年目までのハイポテンシャル人材向けキャリア支援サービス「G3（ジース

リー）」が市場ニーズを捉え始め、想定を上回る成長を実現しております。このような直近の業績動

向等も踏まえて、2026 年２月期の通期連結業績予想及び事業部門別売上高を修正するものであり、詳

細は下記のとおりであります。 

 

① 売上高 

学生向けサービスについては、概ね計画どおりの推移となる見込みであり、直近の業績動向等も

踏まえて、前回発表予想1,230百万円から15百万円の増収となる1,245百万円を見込んでおります。

社会人向けサービスについて、主に 2022 年に新規事業として運営を開始した社会人３年目までのハ

イポテンシャル人材向けキャリア支援サービス「G3（ジースリー）」が市場ニーズを捉え始めたこ

とで想定を上回る成長を実現しており、前回発表予想 70 百万円から 49 百万円の増収となる 119 百

万円を見込んでおります。メディア・SaaS 分野については、前回発表予想と同水準の 214 百万円を

見込んでおります。 

以上の結果、2026 年２月期の通期連結売上高は、前回発表予想 1,515 百万円から 65 百万円上回る

1,580 百万円を見込んでおります。 

 

② 営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益 

主に「① 売上高」に記載の修正の結果、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利

益は前回発表予想を上回る見込みとなりました。 

 

※本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述につきましては、当社が現在入手している

情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により異

なる可能性があります。 

以 上 


